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　「ウィンドウズ」を初めて耳にしたのはい
つだったでしょう？　先の湾岸戦争のころ
だったかしらん。たしかウィンドウズ「３．
０」でした。パソコン雑誌が大々的に取り上
げていましたが、何か空騒ぎのようで、興味
もわきませんでした。が、ウィンドウズ
「３．１」は９０年代前半におおいに出回り
ました。
　今パソコンを買うと、ウィンドウズは「Ｘ
Ｐ」です。一体、ウィンドウズにはいくつ種
類があるでしょう？　目にした順で、ウィン
ドウズ「３．０」「３．１」「ＮＴ」「９
５」「９８」「２０００」「ＭＥ」「ＸＰ」
と８種類。さらに「ＮＴ」にはバージョンが
３～６ほどあり、「９５」にも３つ、「９
８」にも２つあります。さらにサービスパッ
クなるものがあって、これらも数えるととて
も両手両足の指では足りそうもあません。
　これらを分類すると大きく２系統です。

　まず、ウィンドウズ「３．０」と「３．
１」。
　ウィンドウズの前は、ＤＯＳ（どす※１）
というパソコンで、真黒な画面に白い文字だ
けでした。そのＤＯＳにウィンドウズを上乗
せしたタイプです。それまでは１度にひとつ
のプログラムしか実行できませんでしたが、
マルチ・タスク、同時に複数のプログラムが
実行できるのです（見た目ですが）。表計算
ソフトでグラフを作りつつ、そのままワープ

ロソフトに貼り付けられる。実に感動的でし
た。これでパソコンも大型コンピュータと比
肩できるところまで来ました。
　ですが、ハードウェアは３２桁計算できる

そろばん

のに１６桁しか使っていません。大きな算盤
の端っこで計算しているようなもの。めざま

しく発達するハードウェアの前ではすでに限
界が見えていました。
　そうは言っても、今日もご使用になってい
るお客様もいらっしゃいます。用が足せれば
それでよいのですから。
　そして３２ビット対応したのがウィンドウ
ズ「９５」「９８」「ＭＥ」。ネットワーク
をも標準にしました。「３．１」でもネット
ワークはできるのですが、特別なことという
扱いで、なんとも面倒な、というより訳の分
からない呪文を唱えるごとく設定したもので
す。それが標準扱いですから分かりやすく設
定できます。これがうれしかったですね。

　もうひとつの系統はウィンドウズ「ＮＴ」
「２０００」「ＸＰ」。
　まったく別ものです。ウィンドウズの中に
ＤＯＳを包含して、はなっから３２ビット対
応。「３．１」が出回っているころ、「Ｎ
Ｔ」が登場しました。ちなみにＮＴとは
ニュー・テクノロジーの頭文字。「大型コン
ピュータを小さくする」という思想で、ダウ
ンサイジングとか言って踊っていたもので
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す。ネットワークが前提で、中心にサーバー
をやるパソコンを置いて、それにワーク・ス
テーションというパソコンをたくさん接続し
て、ひとつの大きなシステムにするという思
想です。それまでのホスト・コンピュータと
端末機という構成と同じ思想です。身近な例
は銀行のコンピュータとキャッシュ・ディス
ペンサーの関係。これをお手頃にしたのがこ
の系統です。

　ＤＯＳ、ウィンドウズ「３．０」～「Ｍ
Ｅ」の系統は、趣味や遊びのコンピュータを

りり

仕事に使えるよう凛々しく発展させてきたも
のです。いわば「小さなものを大きくしてい
く」。それに対して、「ＮＴ」～「ＸＰ」系
統は、大型コンピュータをお手頃にしつつ遊
びや趣味の領域もいれて使いやすくしてきま
したので、「大きなものを小さくしていく」
といえるでしょう。

　「小さなものを大きくしていく」と「大き
なものを小さくしていく」には当然のことな
がら大きな差があります。前者は小さいが前
提ですから、あくまでも使う人の個人責任と

モラルが前提になります。ですからパーソナ
ル（個人の）コンピュータ＝パソコンと呼ぶ
にふさわしい。に対して後者は大きなものが
前提ですからサーバーに接続するものは、す
べからく管理（あるいは監視）の対象となり
ます。したがってターミナル・コンピュータ

のほうがふさわしいように思います。タミコ
ンですかね。

　さて、業務でコンピュータを使う場合、ど
ちらの考えがよいのかは、その業務にもより
ますし、業務を遂行する組織にもよりましょ
う。前者はボトム・アップ向き、後者はトッ
プ・ダウン向き（それぞれ逆に使うことも可
能は可能です）。

　ですが、「小さなものを大きくしていく」
シリーズが「ＭＥ」で打ち止めです。マイク
ロソフトは管理が前提の「ＸＰ」だけを売っ
ています。パーソナル（個）が否定されたよ
うでさびしい限りです。

　かつて、ＩＢＭ社が世界中の大型コンピュ
ぎゅうじ

ータを牛耳り、端末機もＩＢＭ社製でないと
接続できない状況がありました。ＩＢＭ社に
よる情報管理、世界はＩＢＭに乗っ取られる

きぐ

のか、などとマジに危惧したものです。それ
うちこわ

を打毀したのが、個を前提としたＮＥＣ社を
はじめとするパソコンとマイクロソフト社の
ＤＯＳなのでした。「ＸＰ」はエクスペリエ
ンス（経験）の略だとか。〝経験〟とはＩＢ

てつ

Ｍ社の轍を踏まないぞ、独占をしくじらない
ぞ、という個から管理に路線を変えたマイク
ロソフト社の決意の現れなのでしょうか？

　いやいや、いつか来た道、歴史は繰り返す
のでしょうか？

※１　ＤＯＳ　disk operating system
ディスクを扱うＯＳということ。当時のディスクはフロッピー。

ＯＳ　operating system
コンピューターで、利用者とハードウェアの間にあって、利用者がコンピューター‐システムをできるだけ
容易に使うことができるようにするための基本的なソフトウェア。【広辞苑】


